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印刷プロセスを用いて作製するプリンテッドエレクトロニクスは，グリーン・イノベーション

の観点から，低環境負荷で安価な作製技術を利用したデバイスとして期待されている。プリンテ

ッドエレクトロニクスのなかでも有機レーザーは，ポリマー薄膜 1)，気相成長法 2)や溶液成長 3)

を用いて作製した有機単結晶において研究されてきた。低コストかつ低環境負荷でのレーザーデ

バイス実現のためには，作製プロセスの効率化・簡易化が必要となる。 

今回我々は，レーザー媒質として有用な（チオフェン/フェニレン）コオリゴマー2-4)の一種で

ある 5,5′-Di(4-biphenylyl)-2,2′-bithiophene (BP2T)4)のナノ粒子を作製し，その光学特性を調べること

により，レーザーデバイスに適用可能かを検討した。 

BP2T ナノ粒子は，ミニエマルジョン法を用いて作製した。BP2T 粉末 20 mg をクロロホルム

560 Lに溶解した溶液と，界面活性剤である sodium dodecyl sulfate (SDS) 33 mgを超純水 2780 L

に溶解した水溶液を混合した後，40C で 60 分間攪拌することで，混合溶液中のクロロホルムを

気化させた。次に，超音波ホモジナイザーを用いてナノ粒子化した。その後，Amicon Ultra-4遠心

式フィルターユニット用いて遠心分離を 4回行うことで，水溶液中の SDSを除去した。これによ

り，BP2Tナノ粒子水分散液 (ナノ粒子懸濁液)を得た。この BP2Tナノ粒子の光学特性を調べる際

は，ナノ粒子水分散液を石英基板上にスピンコートした後，110Cで 10分間加熱することにより

水分を除去した。今回は，リファレンスとして，真空蒸着法により石英基板上に成膜した BP2T

薄膜 (100 nm)も作製した。 

図 1(a)および 1(b)は，BP2T蒸着薄膜及び BP2T

ナノ粒子スピンコート薄膜の光吸収・発光スペク

トルを示している。BP2T蒸着薄膜では，460 nm，

420 nm付近に0-1，0-2吸収帯が現れており，540 nm，

580 nmと 620 nm付近に 0-1，0-2，0-3発光帯が現

れている。一方，BP2Tナノ粒子薄膜では，470 nm，

435 nm付近に0-1，0-2吸収帯が現れており，540 nm，

580 nmと 620 nm付近に 0-1，0-2，0-3発光帯が現

れている。BP2T蒸着薄膜と比べてナノ粒子薄膜で

は，吸収スペクトルのピークシフトとブロードニ

ングが認められる。また，発光スペクトルにおい

ても，ナノ粒子薄膜では 500 nm付近が裾を引いた

ようなややブロードなスペクトルになっているこ

とがわかる。これらの原因としては，BP2Tナノ粒

子薄膜中に水や SDSが残留していることに伴う相互作用やナノ粒子化したことによる分子凝集の

影響が考えられる。当日は，BP2Tナノ粒子薄膜の高密度励起下での発光特性を調べた結果につい

ても報告する。 
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Fig.1. Optical absorption (gray line) and 

photoluminescence (PL) (black line) spectra of vacuum 

deposited (a) and nanoparticle (b) films of BP2T. 
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